






















































































































9 時～12 時 13 時～16 時 16 時～17 時 30 分 
時間は目安。グループスーパービジョン、巡回指導はクラス担当教員、巡回指導
教員との調整による。 
図２　学内実習の学び
６．実習記録（日誌）
　実習記録（以下、日誌）は毎日作成し、３日分を翌日に本学のLMS（学習管理システム）である「nfu.jp」
（以下、nfu.jp）の課題管理システムから所定のボックスにweb上で提出することとした（例：１～３日分を
４日目の７時～24時までに提出）。提出された日誌はクラス担当教員がすべてコメントし数日以内に学生へ返
却した。日誌は、巡回指導時に学生から巡回指導教員へも提出されスーパービジョンの材料とした。
７．代替実習の受講証明
　映像コンテンツや毎日の課題学習の配信はnfu.jpの科目ホームを活用し、１日ごとに映像コンテンツ、課題
学習を設定した。映像コンテンツはその日の９時から視聴可能で早送りができない設定にし、その日の映像コ
ンテンツの視聴が完了しないと、課題学習にアクセスできない仕組みとした。課題学習ワークシートはその日
の18時までに科目ホーム内の課題提出ボックスから提出することとした。すべてにおいて学生の視聴記録を取
り、学生が時間内に適切に視聴できていることを確認した。視聴記録と毎日の課題提出をもって、学内実習を
適切に受講していることを確認した。さらにはZoomを活用したグループスーパービジョン、実習教育講師と
の連携により受講の確認もしている。
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８．実習評価の方法
　学内実習は実習指導者の評価がないため、実習評価については、クラス担当教員が提出された実習記録、実
習生の自己評価、巡回指導報告書をもとに総合的に評価を行った。
９．成果と課題
　福祉経営学部は通信教育課程であるため、今回はwebを活用した実習を行うこととした。幸い、福祉経営学
部は全国でも先駆的にインターネットを活用した学習システムを確立していたため一定の仕組みとノウハウが
あり、既存の仕組みをうまく活用することにより、時間管理や課題提出管理を可能にした。また学内実習への
取り組み状況も視聴記録をとることで可視化することができた。学生の自宅等での取り組みであっても精神保
健福祉援助実習としての時間や取り組みの管理は十分に可能であった。
　またZoomを活用した指導は、離れていてもリアルタイムでの双方向のやり取りを可能にした。実習中に学
生に頻繁にオンラインで顔を合わせることで、体調面やストレスの把握、また実習での学びの共有や指導など
を行うことができた。Zoomには学生も教員も当初は慣れなかったが、使用しているうちにリアルに会ってい
るときと遜色のないやり取りが可能となった。もちろん、リアルに会ってのやり取りが基本であるが、新たな
ツールとの出会いは学びの選択肢を豊かにしたといえよう。
　一方で映像コンテンツは録画済みのものを活用したため、リアルタイムでの双方向性の担保には課題が残っ
た。今後は、オンラインでのリアルタイムでの精神保健福祉士へのインタビューや当事者とのかかわりなども
模索していきたい。
おわりに
　新型コロナウイルスにより、対人支援専門職の教育は大きな影響を受けたとともに、新たな形を模索せざる
を得ない状況となった。次年度以降、新型コロナウイルスが収まるまでは、もしかしたら収束後も、新たな学
びの形や複数の実習形態を持続させていくようなことが続く可能性もあるだろう。しかし専門職養成教育とし
て、私たちは「ソーシャルワークを学ぶ」という本質を外さず、そしてクライエントの自己実現と社会変革に
資するソーシャルワーク専門職としての精神保健福祉士を養成するために、今までの方法と新たな方法が融合
していくような、柔軟性をもった実習教育の仕組みを模索し続けていなかければならない。それが教育の責任
であるといえる。本学の学内実習に際して、どうぞ忌憚ないご意見ご指導を賜りたい。
　最後に、学内実習のためのさまざまなコンテンツ作成にあたりご協力いただいた、現場の精神保健福祉士の
皆さま、当事者、家族の皆さま、社会福祉学部、福祉経営学部の教員の皆さま、学内実習運営にあたりご協力
いただいた社会福祉実習教育研究センター事務室・通信教育部事務室の皆さまに感謝の意を表したい。ありが
とうございました。
